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with L－Weighting alld A－Weightingfunctionsagreed wellwith thepl－edictedvalues・Finally，the  
effectsofslipfactorandtheinlet／outletarearatiooftheimpe11erontherelativevelocity，thewidth  
ofwake，thesoundpressurelevelandthespec沌cIlOiselevelareshown．  







































特性のみで騒音を評価するのでは不十分である．   
本研究では以上の背景に立脚して，まず翼後縁から放  
出される渦が乱流騒音の主たる原因であること（2）・勅（9）  
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2578  スクロールレス  遠尤、送風機の乱流騒音について  
γ1：設計入口角 0  
γ2：設計出口角 ○  




P：空気の密度 kg／m3  
¢：流量係数  
¢：圧力係数  
3．乱流騒音発生のモデル   
3●1乱流騒音の基礎式 送風機から発生する乱  
流騒音の音響出力且は深野らにより次式で表され  
る（2）．   





平均速度I穐で与えた．   
スクロールレス遠心送風機の場合には，全音響出力  
が観測点側へ放射される（5）．したがって音響出力且  
と観測点の音圧力とは次のように関係付けられる（5）．   





より観測点の音圧レベル（S比）が求まる（2ト（5）   
5毘′＝10IoglO（粛焼）…‥……・…………‥・ （3）  
ここでれは最小可聴音圧で0．00002Paである．   








放出周波数／は次式で与えられる．   
′＝Sf瑚＝0・21町（0．6β）＝町（3∠）ト…・・t（4）   




2．おも な記号   
Ar：入口／出口面積比 ＝（疋∂急／4）／（兄∂2カ）  
d。：音速 m／s  
β：羽根枚数  
C：軍弦長 m  
β：後流の幅 m  
β1：羽根車内径 mまたはmm   
β巧：口金内径 mまたはmm  
β2：羽根車外径 mまたはmm   
』カ月：面積比に基づく後流の幅 mまたはmm   
』β∫：滑りに基づく後流の幅 mまたはmm  
d：代表寸法 m  
E：音響出力 W  
′：周波数 Hz  





⊥：軸出力 W  
Ⅳ：回転数 rpm  
♪：音圧 Pa  
♪。：最小可聴音圧 Pa  
¢：流量 m3／s  
r：音源と観測点問の距離 m  
ぷ製劫：A特性に基づく音圧レベル dB  
邸梨U：L特性に基づく音圧レベル dB   
5f：ストローハル数  
J：ピッチ mまたはmm   
坊：羽根車入口における周速度 m／s   
抗：羽根車出口における周速度 m／s   
V：絶対速度 m／s   
佑：半径方向速度 m／s   
佑2：絶対速度の周方向速度成分 m／s  
仇2th：絶対速度の理論周方向速度成分 m／s   
Ⅳ：相対速度 m／s   
晰：入口相対速度 m／s   
隅：出口相対速度 m／s  
Z：スパン方向の距離 m   
β1：相対流入角 ○   
β2：相対流出角 ○  
』β2：相対流出角の変化量 0  
4弘：面積比に基づく相対流出角の変化量。  
』ββ：境界層に基づく相対流出角の変化量。  
』β5：滑りに基づく相対流出角の変化量 0  
ー66 1   





















らすと仮定しているのである．   














Fig．11〕eflnitiollOfwakewidth c（）nlpOnentS  
比で，1≧Arとした．   





（10）で与えられる．   
1tl＝［l乍．＋U2］1／2………………＝‥・・……… （9）   
lノ‡′ち＝佑2／cos（γ2＋』ββ＋』β2）………………（10）   
』βB＝arCtan（8＊／C′）…………………・…‥（11）  





る．   












／∠＝佑2／佑2th   
これらを参照すれば，羽根枚数有限と無限の場合の  
羽根車出∪速度三角形を求めることができるので両者  







tan（』β。）＝（z／／J）（1A′▲）／2…………‥・…… （8）  
ここでんはスパン長さ，A′は羽根車入口／出口の面積  
ー 67 －   

























































Tablel Mai）1〔IimellSionsoftheimpe‖ers  
Impeller  No．1  No．2  No．3  No．4  No．5   
β   7   7 ！ 7   
カ  皿m  四  45  50  90  90   
β2  m皿  450  250  250  340  380   
β1 mm  330  184  183．3  240  296   
β爪 mm  350  194  194  240  296   
C  mm  130  皿  72．2  110．5 rllO．5   
J  mm  20l．9  112．l  112．】  152．5  
A√   0．756  0．836  0．752  0．470  

















































































0    0．1   0．2   0．3   0．4  
Flowcoef筑cient，d）  






















おいても同様である（図省略）．   








ら見積もれば，約0．5〔1Bとなり，これが全帯域騒音に   
（a）Nり．】lIllPeLLer （b）Sclrelll；1Lic di21gram OfiInpeller  
Fig．2 Testimpeller  


































































































0  0．5  
SpanwisedlStanCe，オブ7  
0  50  60  70  
SPL（L）（Measured）dB  
（a）WithLWeightingfunction   

















































No．1Fan No．2Fan No．3Fan  
Fig．5 Comparisonofrelativevelocitybetween  
measured and predicted values  
及ぼす影響は小さい．なお，他の送風機についても同  
程度の精度で後流の幅の予測結果が得られた（図省  
略）．   







く一致していることがわかる，   










40  50  
£Pエ（A）（Measured）d8  
（b）ⅥγithA－Weightingfunction   
Fig・6 Comparison of sound pressurelevelmeasured  








































































0．5  1  
Arearatio，A，・   
0．4  0．6  0．8  
ArearatlO，」r   


















































































30  Fig．7 Effectsofarearatioonwidthofwake  0．4  0．6  0．8  
ArearatlO，A，  
（b）WithAWeightillgfunction   




















































0．2  0．4  0．6  0．8  1  
ArearatlO，A， 
Fig．8 Effectsofarearatioonrelativevelocity  
数βが多くなるほど，面積比Arが1に近づくほど小  
さくなる．   









る．   
6・3 全帯域騒音  図9（a），（b）は面積比による  
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0．4  0．6  0．8  1  
Arearatio，A，  


































0．4  0．6  0．8  1  
Arearatio，A，  
（b）With AWeightingfunction   
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